
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市
民
生
活
の
満
足
度
を
高
め
、
幸
せ
を

感
じ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
に
は
、
積

み
残
し
て
き
た
課
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
一

刻
も
早
く
有
効
な
手
立
て
を
見
出
し
、
そ
れ

を
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

多
く
の
課
題
は
絡
み
合
っ
た
因
果
関
係
が
内

在
し
て
い
て
、〝
木
を
見
て
森
を
見
ず
〟
に

な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
で
は
根
本
解
決
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
は
国
家
の
存
亡
に
関
わ
る
最
重

要
案
件
で
す
が
、
働
く
場
の
確
保
や
結
婚
支

援
、
子
育
て
制
度
の
充
実
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
施
策
を
同
時
に
進
め
、
根
本
か
ら
要
因

の
改
善
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
国
で
は

東
京
圏
へ
の
人
口
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地

方
の
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
本
腰
を
入
れ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
限
ら
ず
、
税
制
や
社
会
保
障

制
度
改
革
、
産
業
振
興
、
医
療
と
福
祉
、
教

育
な
ど
で
、
好
ま
し
く
な
い
現
状
が
あ
る
事

案
は
、
複
眼
的
に
現
状
を
解
き
明
か
し
、
仙

北
市
の
次
の
10
年
を
描
く
第
二
次
総
合
計
画

で
、
解
決
に
向
け
施
策
を
的
確
に
打
ち
出
し

ま
す
。
本
計
画
と
併
せ
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」、「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
よ

り
実
効
性
の
高
い
、
多
く
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
事
業
を
盛
り
込
み
ま
す
。
ま
た
、
市
立

病
院
等
改
革
推
進
計
画
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
、

観
光
振
興
計
画
等
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

　

統
合
庁
舎
の
整
備
は
「
庁
舎
整
備
基
本
構

想
」
を
も
と
に
、
よ
り
詳
細
な
整
備
手
法
等

を
議
会
の
皆
様
に
お
示
し
し
ま
す
。
市
立
角

館
総
合
病
院
の
移
転
改
築
は
、
建
築
業
務
の

管
理
を
徹
底
し
ま
す
。
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未

来
館
は
実
施
設
計
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
田
沢
湖
再
生
を
、
県
や
国
の
課
題
に
ま

で
高
め
、
県
・
国
・
東
北
電
力
と
の
連
携
を

深
化
さ
せ
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
角
館
駅
の
東
西
自
由

通
路
や
、
道
の
駅
を
想
定
し
た
直
売
所
施
設

整
備
等
は
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
医
師
確
保
対
策
、
耕
作
放
棄
地

や
山
林
の
高
度
活
用
、
国
立
公
園
内
の
投
資

喚
起
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
の
区
域
指
定
で
〝
異
次
元
の
解
決
と
前
進
〟

を
目
指
し
ま
す
。

　

福
祉
の
充
実
は
、
自
治
体
の
存
在
価
値
と

言
っ
て
良
い
本
質
分
野
と
捉
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

平
成
27
年
度
施
政
方
針

平成 27 年度施政方針

の
導
入
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と

協
働
を
具
現
化
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療

中
学
生
医
療
費
助
成
を
、
歯
科
通
院
に
も
拡

大
し
ま
す
。
こ
の
後
も
財
源
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
拡
大
を
模
索
し
ま
す
。
敬

老
祝
金
は
支
給
基
準
を
見
直
し
、
子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
誕
生
祝
金
制
度
の
創
設
を
進

め
ま
す
。
高
齢
の
皆
様
か
ら
要
望
の
高
い
公

共
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
仙
北
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
で
充
実
を
図
り

ま
す
。
高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
支
援
事
業
は
、

総
務
省
で
要
望
を
お
酌
み
取
り
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
行
え
る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
若
年
者
の

生
活
支
援
な
ど
、
広
範
に
わ
た
る
従
前
の
政

策
の
再
構
築
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

産
業
経
済
対
策
で
す
が
、
私
は
経
済
至
上

主
義
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
市
民
が
今

後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
さ
ら

に
は
市
外
か
ら
市
内
に
定
住
し
た
り
、
交
流

人
口
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
持
論
の
「
定
住

の
循
環
」
を
基
本
に
、
所
得
向
上
政
策
に
最

大
の
努
力
を
傾
注
し
ま
す
。
次
代
を
担
う
若

者
が
就
労
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
起
業
者

と
な
る
た
め
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
、

既
存
事
業
所
へ
の
支
援
と
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。
空
き
店
舗
対
策
や
商
店
の
元
気

づ
く
り
は
、
商
工
会
や
関
係
団
体
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
協
定
を
締
結
し
た
各
大
学
・
研

究
機
関
・
金
融
機
関
と
共
に
新
た
な
制
度
設

計
に
着
手
し
ま
す
。
市
の
強
み
と
な
っ
て
い

る
観
光
業
は
、
国
際
基
準
で
展
開
し
ま
す
。

そ
の
中
心
核
と
な
る
観
光
連
盟
と
業
務
連
携

を
進
め
な
が
ら
、
新
観
光
振
興
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
国
際

会
議
の
招
致
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

温
泉
事
業
は
安
定
運
営
に
向
け
抜
本
的
な
解

決
策
を
提
示
し
ま
す
。
農
林
業
で
は
、
安
定

し
た
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
、
米
づ
く
り

へ
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
米
以
外
の
品
目

導
入
（
生
薬
用
作
物
や
果
樹
な
ど
）
の
栽
培

促
進
、
６
次
産
業
化
の
推
進
を
さ
ら
に
進
め
、

同
時
に
新
規
就
農
者
、
担
い
手
確
保
に
あ
た

り
ま
す
。
農
業
生
産
法
人
設
立
の
規
制
緩
和
、

国
有
林
野
内
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

な
ど
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
区
域
指
定
で
大

き
く
前
進
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
政
策
の
基
本

は
、
中
山
間
地
で
あ
っ
て
も
利
便
性
の
高
い
、

安
全
安
心
な
生
活
環
境
の
構
築
で
す
。
老
朽

化
し
た
各
地
の
橋
梁
や
公
共
施
設
の
改
修

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
を
活
用

し
、
改
善
を
急
ぎ
ま
す
。
上
下
水
道
事
業
は

制
度
改
革
に
対
応
し
な
が
ら
、
未
普
及
地
区

で
の
事
業
展
開
と
収
支
の
改
善
に
努
力
し
ま

す
。
国
道
１
０
５
号
と
国
道
46
号
の
改
修
は
、

関
係
の
期
成
同
盟
会
に
参
画
い
た
だ
く
自
治

体
と
共
に
、
強
力
に
要
望
活
動
を
行
う
ほ
か
、

隣
県
や
経
済
界
な
ど
の
お
力
も
お
借
り
し

て
、
広
域
で
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
防

災
対
策
は
年
々
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
消
防

関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
徹
底
し
、
十
二

分
に
活
動
を
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
と
必

要
設
備
の
充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。
秋
田

駒
ヶ
岳
の
火
山
噴
火
対
策
で
は
、
避
難
計
画

や
備
品
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
校
等
の

教
育
施
設
に
不
具
合
が
あ
る
場
合
は
、
優
先

し
て
改
善
に
努
め
ま
す
。
新
た
な
高
等
教
育

機
関
の
誘
致
も
諦
め
ず
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
、
総
務
部
内
に
事
務
事
業
移
転
室
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
日
ま
で
行
政
が

行
っ
て
き
た
業
務
を
見
直
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
で
民
間
需
要
を
地
域
内
に
生
み
出
す

こ
と
が
目
的
で
す
。
雇
用
の
場
の
創
出
や
経

済
活
動
の
活
性
化
を
期
待
し
な
が
ら
、
し
ば

ら
く
減
少
が
続
く
職
員
の
業
務
環
境
の
改
善

に
も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
の
一
部
が
平
成
27
年
度
か
ら
動
き
出
し
ま

す
。
税
務
シ
ス
テ
ム
大
量
出
力
業
務
委
託
中
、

新
規
に
納
税
通
知
書
封
入
・
封
か
ん
業
務
（
軽

自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
）
の
民
間
委
託
、

水
道
料
金
等
賦
課
徴
収
業
務
の
民
間
委
託
、

仙
北
市
民
バ
ス
運
行
業
務
の
指
定
管
理
な
ど

は
、
４
月
か
ら
稼
働
し
ま
す
。
さ
ら
に
平
成

27
年
度
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
法
人
化
移
行

を
目
指
し
、
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
を
立
ち

上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
以
降
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

法
人
化
移
行
、
研
修
・
福
祉
バ
ス
運
転
業
務

の
民
間
委
託
、
公
用
車
の
一
部
廃
止
、
市
民

会
館
・
図
書
館
等
の
指
定
管
理
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
進
捗
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
公
共
施

設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
設

定
で
き
た
後
は
、
公
共
施
設
管
理
の
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

組
織
再
編
は
庁
内
課
題
で
は
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
と
考
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な

市
役
所
で
最
大
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

か
つ
市
民
の
考
え
方
に
即
応
で
き
る
体
制
に

整
え
る
た
め
、
業
務
の
集
中
と
専
門
化
に
よ

る
組
織
の
統
廃
合
、
再
編
を
さ
ら
に
進
め
ま

す
。
現
段
階
で
は
、
統
合
庁
舎
整
備
時
を
目

処
に
市
長
部
局
の
３
部
制
を
目
指
し
、
順
次

組
織
再
編
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
本
会
議
で
の
市
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　
仙
北
市
は
、
本
年
９
月
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
10

年
間
は
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
不
可
欠
な
時
間
で
し
た
。
確
か
に
こ

の
間
、
市
民
も
議
会
も
行
政
も
、
何
度
も
何
度
も
心
の
折
れ
た
多
く
の
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
重
要
な
こ
と
は
、
私
た
ち
は
困
難
に
直
面
す
る
度
に

挫
け
ず
立
ち
向
か
い
、
市
民
と
共
に
手
を
携
え
乗
り
越
え
て
き
た
事
実
で
す
。

　
仙
北
市
が
そ
の
持
ち
う
る
資
源
を
活
か
し
、
持
続
可
能
で
さ
ら
な
る
発
展
ス

パ
イ
ラ
ル
に
転
じ
る
年
が
、
ま
さ
に
10
年
経
っ
た
今
年
だ
と
肝
に
銘
じ
、
全
力

で
行
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
職
務
と
理
想
に
燃
え
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
情

報
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、
細
や
か
な
政
策
立
案
と
実
践
の
で
き
る
職
員
と
と

も
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
市
民
に
気
持
ち
よ
く
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
総
括
や
将
来
の
飛
躍
を
約
束
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
、
重
要
な
一
年
と
位
置
付
け
職
務
に
邁
進
し
ま
す
。
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